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・11月　12月　1月の利用状況

第14回　坂町ミモザの家　運営推進会議　議事録

㈱ケアーズ　坂町ミモザの家

2019.2.25（月）　15:30～17:00

㈱ケアーズ　坂町ミモザの家

・協力医療機関四谷クリニック院長
・地域住民（民生委員含む）：4名
・利用者家族代表：1名
・行政：四ッ谷高齢者総合相談センター職員　１名
・事業所：白十字訪問看護ステーション所長１名
　　　　　　坂町ミモザの家　管理者、ケアマネ2名
・研修生：1名

・利用者の減少について
看取りや他の病院への入院な
どで利用終了のため

・要介護1.2の活動できる方々と
要介護5の医療依存度の高い
方が多い

会議内容

・利用状況

・イベントについての報告
◎12月22日（土）クリスマス会&ミモザカフェ

・1月16日（水）　新宿区実地指導の報告

・質疑応答

・その他
◎排泄ケアの見直し、POOマスター養成研修会参加の報告
◎東京都・新宿区　POOマスター養成研修会　開催について

議題

・坂町ミモザの家だより　NO13
・東京都・新宿区　POOマスター養成研修会配布資料



・イベントについて

会議内容

◎クリスマス会についての報告
ピアニストの演奏だけでなく、ミモザカフェを一緒に行った。
（カフェ→家族や介護が大変な人のため）
ツボ体操講座を一緒に行った。
↓
地域の方々に参加していただく準備ができていなかった。
↓
【ご意見】
・掲示版の活用をもっと早く行う。
・民生委員さんに事前に介護に悩んでいる方を紹介してもらい、お誘いする。
・町会の中でも「坂町ミモザの家」のサービス内容を知らない方も多いので、町会の集
まりにも参加して宣伝したらいいのではないか。
・区報やぬくもり便りの利用も有効ではないか。

◎新宿区実地指導の報告（1月16日　水曜日　13：30～17：30）
・区の介護保険課の方が4名の担当者より指導をしていただいた。
災害時の環境整備や介護保険の給付について、運営推進会議の開催頻度と議事録
の公表について等々のご指導をいただき、改善を試みている。

◎運営推進会議について
２ヶ月に1回の開催予定が、都合により３ヶ月に１回になっていたので、２ヶ月に１回の
開催ができるようにしていきたい。
方法：従来通りの地域の方々に集まっていただいての会議と地域のボランティアさん
を中心にした会議を交互に開催していく方向で検討中。
【質疑応答】
Ｑ：登録人数が２５名に対して、１８名であるのは、スタッフの都合などでセーブしてい
ますか？
Ａ：そういうセーブはしていません。問い合わせや見学、相談は日常的にあるので、そ
の際にうちのサービスに向いているか、または、地域の他のサービスが向いている場
合もあるので、地域の資源の紹介をして、在宅生活が円滑にいくように登録に結び使
いない場合もあるが、助言することもある。
問い合わせで、宿泊サービスの場と勘違いをしての相談の場合はお断りをしていま
す。
Ｑ：現在、家族が要介護1だが、徐々にに認知症がすすんできています。同じこと
の繰り返しを言うので困っています。メモをしても忘れてしまう、　そんな日常にディ
サービスに行ってくれるとホッとします。
ここのサービスがどういう人が利用できるのか、地域の人にあまり知られていないの
で、この地域の老人会の人達などにミモザの家のアピールをしてほしい。
Ａ：ミモザの家としても、地域の方々へのサービスの内容の周知の方法を検討してい
きたい、地域の方々の集まるところに出向いての説明も有効と思うので、参加を検討
したい。
【感想】
①坂町ミモザの家としての特徴を実感している。
ボランティアさんは、ご自身の介護体験を生かしての対応をされ、とても良いと思っ
た。
②ミモザの家に気軽に相談し、足を運んでもらえるように紹介をしていきたい。
　以前に見学、相談をすすめたご家族に感謝されたことがある。
③地域ボランティアの話し合いについて、お互いに連携し合い、意見交換ができたら
よいと思う。
（その他）
◎排泄ケア研修の修了者3名：POOマスター取得
・同じ講師（榊原千秋先生）のPOOマスター養成研修会を四谷で5月～9月に開催予
定、白十字、ミモザの家のスタッフも参加予定。
排泄についての知識とスキルの向上を目指している。困っている方がいらっしゃれ
ば、いつでも相談にのります。


